
企
業
か
ら
好
評
価

金
融
庁
は
昨
年
、
全
国
サ
ー
ビ
サ

ー
協
会
に
加
盟
す
る
サ
ー
ビ
サ
ー
に

依
頼
し
て
、
各
社
が
債
権
者
と
な
っ

て
い
る
企
業

─
す
な
わ
ち
各
社
が

金
融
機
関
か
ら
債
権
を
譲
り
受
け
て

い
る
企
業

─
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
。
回
答
の
あ
っ
た

企
業
１
８
３
社
（
回
収
率
40
％
）
の

う
ち
、
再
建
を
目
指
し
て
い
る
企
業

の
回
答
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
、
金
融

機
関
に
よ
る
サ
ー
ビ
サ
ー
へ
の
債
権

譲
渡
な
ど
を
評
価
す
る
回
答
が
目
立

っ
た
（
図
表
１
）。

そ
れ
ら
の
企
業
が
メ
イ
ン
バ
ン
ク

か
ら
受
け
た
支
援
を
訊
ね
た
と
こ
ろ
、

貸
出
条
件
の
変
更
の
み
な
ら
ず
、
事

業
再
建
計
画
の
策
定
支
援
や
外
部
専

門
家
、
支
援
機
関
の
紹
介
な
ど
、
多

様
な
支
援
を
受
け
て
い
た
（
図
表

２
）。
結
果
的
に
当
該
企
業
向
け
債

権
は
サ
ー
ビ
サ
ー
へ
譲
渡
さ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
そ
の
過
程
で
顧
客
の
ニ

ー
ズ
に
寄
り
添
い
、
損
失
を
計
上
し

て
ま
で
再
建
を
支
援
す
る
こ
と
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
企
業
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
る
の
だ
。

債
権
放
棄
や
債
権
譲
渡
等
に
よ
る

融
資
先
企
業
へ
の
金
融
支
援
に
つ
い

て
は
、
企
業
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
や

地
元
で
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の

理
由
か
ら
、
地
域
金
融
機
関
に
は
消

極
的
な
意
見
も
根
強
い
。
そ
の
よ
う

な
地
域
金
融
機
関
の
場
合
、
再
建
を

目
指
す
企
業
へ
の
支
援
は
お
も
に
長

期
に
わ
た
る
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ

り
、
時
間
を
か
け
て
徐
々
に
債
務
を

削
減
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
「
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ

ン
グ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
策
定
し
た
２
０
０
３
年
ご
ろ
に
は

主
流
の
考
え
方
で
あ
り
、
主
要
行
が

「
金
融
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
外
科

的
な
手
法
も
用
い
て
不
良
債
権
処
理

を
進
め
た
こ
と
と
は
一
線
を
画
し
、

融
資
先
の
中
小
企
業
へ
の
影
響
を
考

え
て
内
科
的
な
対
処
を
指
向
す
る
も

の
で
あ
る
。

そ
の
方
法
は
、
金
融
業
界
を
あ
げ

て
不
良
債
権
処
理
を
進
め
る
入
口
に

金
融
庁
が
昨
年
行
っ
た「
サ
ー
ビ
サ
ー
に
債
権
譲
渡
さ
れ
た
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

に
よ
る
と
、
事
業
再
建
を
目
指
す
企
業
か
ら
、
金
融
機
関
に
よ
る
サ
ー
ビ
サ
ー
へ
の
債
権

譲
渡
や
債
権
を
譲
り
受
け
た
サ
ー
ビ
サ
ー
の
対
応
を
評
価
す
る
回
答
が
目
立
っ
た
。
サ
ー

ビ
サ
ー
を
活
用
し
た
事
業
再
生
は
、
企
業
の
債
務
削
減
に
お
い
て
柔
軟
な
対
応
が
可
能
な

こ
と
の
み
な
ら
ず
、
金
融
機
関
と
企
業
と
の
関
係
を
強
化
す
る
手
段
に
も
な
る
。
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19
年
末
ま
で
に

新
規
制
を
導
入
予
定

　

Ｃ
Ｖ
Ａ
（C

redit Value A
djustm

ent

）
と
は
、

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
関
す
る
取
引
相
手
方
（
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
）
の
信
用
リ
ス
ク
の
変
化

に
伴
い
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
額
を
調
整
す
る
枠
組

み
で
あ
り
、
現
行
の
自
己
資
本
比
率
規
制
で
も
、

そ
の
価
額
変
動
リ
ス
ク
で
あ
る
「
Ｃ
Ｖ
Ａ
リ
ス

ク
」
は
資
本
賦
課
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｖ

Ａ
リ
ス
ク
の
計
測
手
法
に
は
、
標
準
的
手
法
と
先

進
的
手
法
が
あ
り
、
邦
銀
の
国
際
基
準
行
す
べ
て

が
簡
便
な
計
測
方
法
で
あ
る
標
準
的
手
法
に
よ
り

資
本
賦
課
を
算
出
し
て
き
た
。

　

た
だ
し
、
現
在
の
Ｃ
Ｖ
Ａ
リ
ス
ク
の
捕
捉
は
、

日
々
変
動
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る

も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
バ
ー
ゼ
ル
委
は
２
０

１
５
年
７
月
と
16
年
３
月
に
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
リ
ス
ク
の

捕
捉
を
見
直
す
市
中
協
議
案
を
発
表
。
そ
こ
で
は
、

非
清
算
集
中
型
の
店
頭
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
お

い
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
変
動
す
る
取
引
相
手
の

信
用
リ
ス
ク
を
加
味
し
た
時
価
変
動
の
Ｃ
Ｖ
Ａ
リ

ス
ク
を
資
本
賦
課
に
反
映
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。
最
終
化
作
業
が
今
年
に
ズ
レ
込
ん
で
い
る
バ

ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
見
直
し
が
合
意
に
至
れ
ば
、
国
際
基

準
行
に
は
19
年
末
ま
で
に
新
規
制
が
導
入
さ
れ
る
。

準
備
を
進
め
る
メ
ガ
バ
ン
ク

　

メ
ガ
バ
ン
ク
で
は
、
新
た
な
Ｃ
Ｖ
Ａ
リ
ス
ク
の

捕
捉
に
向
け
た
準
備
が
進
ん
で
い
る
。
み
ず
ほ
銀

行
は
17
年
４
月
、
邦
銀
で
初
め
て
Ｃ
Ｖ
Ａ
室
を
設

置
し
た
。
Ｃ
Ｖ
Ａ
リ
ス
ク
を
時
価
ベ
ー
ス
で
算
出

す
る
に
は
膨
大
な
計
算
が
必
要
と
な
る
が
、
み
ず

ほ
第
一
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
協
力

を
得
て
、
す
で
に
「
一
定
レ
ベ
ル
で
試
算
で
き
る

こ
と
を
確
認
し
た
」（
竹
田
一
幸
市
場
開
発
部
次

長
）。
さ
ら
に
、「
新
た
な
規
制
の
も
と
で
適
正
に

リ
ス
ク
管
理
を
行
い
つ
つ
収
益
を
確
保
で
き
る
か
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
」（
笠
井
直

樹
Ｃ
Ｖ
Ａ
室
長
）
と
い
う
。

　

三
井
住
友
銀
行
も
17
年
３
月
、
新
規
制
の
導
入

に
備
え
て
「
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
信
用
リ
ス
ク
計
測
シ

ス
テ
ム
」
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な
だ
け
、

Ｃ
Ｖ
Ａ
リ
ス
ク
の
計
測
に
不
可
欠
な
計
算
リ
ソ
ー

ス
を
柔
軟
に
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
自

社
シ
ス
テ
ム
利
用
時
と
比
べ
、「
５
年
間
の
償
却

期
間
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
で
考
え
る
と
数
億
円
レ

ベ
ル
の
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
」（
シ
ス
テ
ム
統

括
部
）
と
い
う
。
足
も
と
で
は
シ
ス
テ
ム
開
発
が

佳
境
に
入
っ
て
お
り
、
業
務
で
の
使
用
開
始
は

「
18
年
上
期
を
予
定
し
て
い
る
」（
同
）。

　

現
在
の
市
中
協
議
案
の
ま
ま
新
規
制
が
導
入
さ

れ
た
場
合
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
リ
ス
ク
の
計
測
手
法
は
新
た

な
標
準
的
手
法
か
、
さ
ら
に
簡
便
な
基
礎
的
手
法

を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
。
新
標
準
的
手
法
は
、

Ｃ
Ｖ
Ａ
に
関
す
る
専
門
部
署
を
設
け
る
こ
と
や
Ｃ

Ｖ
Ａ
を
市
場
価
格
に
基
づ
い
て
計
算
し
、
最
低
月

１
回
デ
フ
ォ
ル
ト
確
率
を
計
算
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、
基
礎
的
手
法
と
比
べ

て
資
本
賦
課
が
軽
減
さ
れ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

メ
ガ
バ
ン
ク
は
「
す
べ
て
新
標
準
的
手
法
に
移

行
す
る
」（
関
係
者
）
と
み
ら
れ
る
。
実
際
、
み

ず
ほ
銀
行
は
「
基
礎
的
手
法
に
移
行
す
る
と
リ
ス

ク
ア
セ
ッ
ト
が
増
え
て
し
ま
う
。
新
標
準
的
手
法

を
目
指
す
こ
と
で
、
い
ま
と
同
程
度
か
そ
れ
以
下

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
で
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
リ
ス
ク
の
枠
組
み
を
見
直
す
議
論
が
佳
境
を
迎
え
て

い
る
。
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
最
終
化
作
業
が
合
意
に
至
っ
た
場
合
、
国
際
基
準
行
は
19
年
末
ま
で
に

対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
精
緻
な
計
測
手
法
の
た
め
に
必
要
な
数
百
億
円
の
シ
ス
テ
ム

投
資
が
困
難
な
地
銀
で
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
の
増
加
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る
。
ま
た
、
日

本
で
は
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
評
価
に
関
す
る
会
計
上
の
取
扱
い
の
見
直
し
も
進
ん
で
お
り
、
メ
ガ
バ
ン
ク

で
は
１
行
当
り
１
０
０
０
億
円
の
減
益
要
因
に
な
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｖ
Ａ
新
規
制
を
巡
る

想
定
外
の
導
入
イ
ン
パ
ク
ト
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﹁
実
施
﹂よ
り﹁
説
明
﹂の

割
合
が
高
い

　
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
の
補
充
原
則
４

－

11

③
に
お
い
て
は
、「
取
締
役
会
は
、

毎
年
、
各
取
締
役
の
自
己
評
価
な
ど

も
参
考
に
し
つ
つ
、
取
締
役
会
全
体

の
実
効
性
に
つ
い
て
分
析
・
評
価
を

行
い
、
そ
の
結
果
の
概
要
を
開
示
す

べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

「
毎
年
行
う
こ
と
」「
各
取
締
役
の

自
己
評
価
な
ど
も
参
考
に
す
る
こ

と
」「
取
締
役
会
全
体
の
実
効
性
に

つ
い
て
分
析
・
評
価
を
行
う
こ
と
」

「
取
締
役
会
評
価
の
結
果
の
概
要
を

開
示
す
る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

東
京
証
券
取
引
所
の
本
則
市
場

（
東
証
１
部
・
２
部
）
に
上
場
す
る

会
社
は
「
補
充
原
則
」
に
つ
い
て
も

こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
の
諸
原
則
に
つ
い

て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
プ
ラ
イ
・

オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
」（
原
則

を
実
施
す
る
か
、
実
施
し
な
い
場
合

に
は
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
か
）

の
手
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
東
京
証

券
取
引
所
が
東
証
１
部
・
２
部
の
上

場
会
社
（
１
８
５
８
社
）
の
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
（
２
０

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
︵
以
下
、﹁
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
﹂︶
に
お
い
て
要
請
さ
れ

る
取
締
役
会
全
体
の
実
効
性
に
つ
い
て
の
分
析
・
評
価
︵
以
下
、﹁
取
締
役
会
評
価
﹂︶
は
、

ま
だ
確
立
さ
れ
た
方
法
論
も
な
く
、
企
業
が
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
銀
行
の
あ
る
べ
き
取
締
役
会
評
価
に
つ
い
て
、
筆
者
が
社
外
取
締
役
と
し
て
実
際

に
関
与
し
た
王
将
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
取
組
み
を
交
え
な
が
ら
解
説
す
る
。
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